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S 未亡人 は 語る。 

かえい いぬどし 

わたくし は 当年 七十 八 歳で、 嘉永 三年 戌 歳の 生れで 

ぶんき ゆう 

ございま すから、 これからお 話 をす る 文久 三年 はわ 

たくしが 十四の 年で ございます。 むかしの 人間 はませ 

ていたな どと 皆さん はよ く おっしゃ いますが、 それで 

も 十四で はま だ 小娘で ございま すから、 何もかも 判つ 

ている という 訳に はまい りません。 このお 話 も 後に 母 

などから 聞かされ たこと を 取り まぜて 申 上げる のです 



ような ことにな つてい ました。 叔父の 女房、 すなわち 

私の 叔母に あたります 人 は、 おまん といい まして、 そ 

の 夫婦の 間にお 定、 お 由と いう 娘が ありまして、 姉が 

十八、 妹が 十六で ございました。 

これでまず 両方の 戸籍 しらべ も 相 済みまして、 さて 

i レ ち，？ 

これから 本文で ございます。 前に も 申 上げました 通リ、 

文久 三年、 この 年の 二月 十三 日に は 十四 代将 軍が 御上 

洛 になり まして、 六月の 十六 日に 御 帰 城に なりました。 

そのお 留守中と 申す ので、 どこのお 祭り もみな 質素に 

済ませる ことにな りまして、 六月のお 祭り 月に も麴町 

の 山 王 さま は 延期、 赤 坂の 氷 川 さま もお 神輿が 渡った 



は 小声で また 話しつ づけました。 

「わたし も その 事 は 薄う す 聞いて いた けれど、 叔父 さ 

ん はこの ごろ 何 か 悪い 道楽 を 始めたら しいんだ よ。 

あきない 

商売の 方 は そっちの けにして、 夜 も 昼 もど こへ か 出歩 

いている。 この 節 は 世間が 騒々 しくな つて、 刀 屋の商 

売 は ど T J の 店 も 眼が まわ る ほど 忙 がしい とい う 最中に、 

商売) J と は 奉公人 まかせで、 主人 は 朝から 晚 まで 遊び 

歩いて いちや あ 仕様がな いじ やない か。 遊び歩く とい 

う 以上、 どうで 碌な こと はしない に 決まって いるし、 

叔父さん は 随分お 金を遣う そうで、 叔母さん は 大変に 

心配して いるんだ よご 



二 

会津屋 のむ すめのお 定 とお 由 はわた くしの 稽古 朋輩 

で、 おなじ 裁縫のお 師匠さん へ 通って いるので ござい 

ます。 従妹 同士で も あり、 稽古 朋輩です から、 ふだん 

から 仲の いいの は 勿論で、 叔父さんが そんな 風で はわ 

たくした ちば かりで なく、 さあち やん やおよ つち やん 

も さぞ 困る だろう などと 考える と、 わたくし は 本当に 

悲しくな りました。 こういう 時の 心 持 は 悲しい とか 情 

けない とか いうより ほかに 申 上げよう は ございません _ 

どうぞお 察し を 願います。 



よ つ ちゃんと 仲よ くして くれと いうの は 判つ ています- 

しかし 今 さら 思い出し たように 往来の まん 中で、 だし 

りょうけん 

ぬけに そんな こと を 言った の はどうい う 料簡 か、 年 

の ゆかない わたくしに は 呑み込めませんで したが、 そ 

れ でも 深く も 気に 留めないで、 そのまま 自分の 家へ 帰 

りました。 勿論、 母に も そんな 話 はしませんでした。 

その 日 はずい ぶん 暑かった の を 覚えて います。 あん 

まリ 蒸す から 今に 夕立で も 降る かも 知れない と 母が 

言って いますと、 果して 七つ 半、 唯今の 午後 五 時で ご 

ざいます。 その 頃から 空が 陰って 来ました。 西の方 角 

で 遠い 雷の 音が きこえました。 わたくし も 雷が 嫌いで 



わたくし を 呼ぶ 声が ふだんと 変って いるので、 なん 

だかぎ よ つ として 振 返る と、 母 は 息 を はずませながら 

小声で 言い聞かせました。 

「会 津屋 のさ あ ちゃんが 何処へ か 行つ て しまったと 

さ ご 

「あら、 さあ ちゃんが …… 。 どうして …… ご 

わたし もび つくりし ました。 



母 の 話 は こういうので w J ざ い ます。 



かりした 事 を 言つ ちゃ あいけ ない よ。 誰に 訊かれても 

黙って いるんだ よ。 叔父さんと 一緒に 歩いて いたなん 

ぞと 言つ ちゃ あいけ ない よご と、 母 は 繰返して 口 留め 

をし ました。 

うっかりし たこと を 言って、 それが 飛んでも ない 係 

リ 合いに なって、 町奉行 所の 白洲へ たびたび 呼 出され 

るよう な ことがあって は 大変です から、 母 は 堅く ロ留 

め をす るので ございます。 幾度 もお なじ こと を 申す よ 

うです が、 まったく その 時の わたくし は 怖い ような、 

悲しい ような、 なんとも いえない 心 持で ございました- 

五つ (午後 八 時) 過ぎに なって、 母 は 再び 会 津屋へ 



母と 入れ かわって、 わたくし も 見舞ながら 会 津屋へ 

行きます と、 叔母 はいろ いろの 苦労で ゆうべ はまん じ 

りと もしなかった という ことで、 気ぬ けがした ように 

-こだ 

唯 ぼんやりして いました。 気の毒と も 何とも 言いよう 

がありません。 妹のお 由 はお 稽古 を 休んで、 きょうは 

家に いました。 どなた も 大抵お 気付きに なって いる こ 

とと 存じます が、 きのうお 定 がわた くしと 別れる とき 

に、 およつ ちゃんと 仲よ くして くれと 言いました。 そ 

れ から 家へ 帰って、 間もなく どこへ か 行って しまった 

のです から、 覚悟の 上の 家出で はない かと 思われます。 

わたくしが なぜ それ を 母に 洩らさない かとい います 



と、 ぉ定が 家出 をした あとで 迂濶に そんな こと を 言い 

出す と、 そんな ことがあつ たらば、 なぜ 早く わたしに 

言わない のかと 母に 叱られる のが 怖ろ しいので、 ゆう 

ベ は 勿論、 けさに な つ て も 黙 つていた ので は) J ざ い ま 

すが、 こうして 会 津屋の 店へ 来て、 叔母 や 店の 人た ち 

の 苦労 ありそうな 顔 をみ ています と、 わたくし ももう 

黙って はいられな いような 気になりました。 

それでも、 叔母に 向って は 言い出しに くいので、 帰 

ると きに お 由 を 表へ 呼出して、 小声で そのこと を 話し 

ますと、 お 由 は 案外 平気な 顔 をして いました。 

「あたし 知っている わ。 姉さん はふう ちゃんと 一緒に、 



どっかに 隠れて いるの よご 

わたくし はまた びっくり しました。 兄の 房 太 郎は奉 

公 中の 身の上 で) J ざ います。 それが 叔父の むすめ を 誘 

い 出して どこに か 隠れて いる。 そんな ことのあろう 箬 

がありません。 お 由が なぜ そんな こと を 言う のかと、 

わたくし は 呆れて その 顔 を ながめて いますと、 お 由の 

眼 はいつ かう るんで 来ました。 

「ねえさん、 あんまり だ わご 

前に も 申す 通り、 ぉ定は 総領です から 婿 を 取らな け 

れば なりません。 そこで、 妹娘のお 由 を 兄の 房 太郎に 

娶 わせる という 内約 束になって いる こと は、 わたくし 



しょうが、 お 由 はま だほん とうに 家出した かどう だか 

判った もので はない と、 利吉の 帰った あとで わたくし 

は 考え直しました。 そう 思っても 何だか 不安心で、 母 

の 帰る の をい よいよ 待って いますと、 五つ (午後 八 時) 

をよ ほど 過ぎた 頃に、 母 は 汗 を ふきながら 帰つ て 来 ま 

した。 それでも ほっとし たような 顔 をして、 笑いな が 

ら 話しました。 

「およつ ちゃん は 人騒がせに 何 を 言つ たんだろう。 ふ 

うち やん は 京 橋のお 店に ちゃんと 勤めて いるんだ よご 

わたくし もまず ほ つ としました。 

「それから いろいろ 訊いて みたけれ ど、 あの 子 はまつ 



いましょう。 なんだか 舌の まわらな いような 口調で 呶 

鳴って いるので， 、- J ざ い ます。 

「さあ、 おれ を どうして くれる の だ。 この 年に なって 

こんな からだに なって、 大事の 稼ぎ人 を 殺されて し 

まって、 あしたから 生きて 行く ことが 出来ね え ご 

まったく よいよ いに 相違ありません。 呂律の まわら 

ない 口で こんな こと を 頻りに 繰返して 呶 鳴って いるの 

で、 店の 者 は みんな 困って いるよう でした。 そのうち 

に 誰かが 呼んで 来たので しょう。 町内の 鳶 頭が 来 まし 

て、 なに かいろい ろに なだめて、 駕籠 屋 にも 幾らかの 

祝儀 を やって、 管 をまい ている その 男 を 無理に 押 込む 



不随の くせに、 やはり 勝負 をして いたので > J ざ い ます。 

いつの 代 もお なじ ことで、 こんな ことに 耽って いれば 

結局 碌な ことに はなり ません。 

わたくしに はよ く 判りません が、 蜘蛛と いう もの は 

非常に 残忍な 動物で、 同類 相嚙 むと 申します。 その 性 

質 を 利用し て 勝負 を 争う のです から、 碁 や 将棋 や 花 合 

せと は 違いまして、 自分の 上手 下手と いうよりも、 虫 

の 強い 弱い という ことが 大切で ございます。 それです 

から、 咬み 合いに 用いる 蜘蛛 は なかなか その 値が 高 

かった と 申します。 そのな かで も 袋 蜘蛛が よいと いう 

事に なって いたそう でございます。 御 承知の 通り、 袋 



通り、 どうしても 強い 虫 を 手に入れなければ なり ませ 

ん。 よい 辰のと ころへ 勝負に 来る 仲間 はなんでも 十 人 

ほどありまして、 その 中で 大木 戸に 住んで いる 相模屋 

という 煙草屋の 亭主の 持って いる 虫 はたい そう 強いの 

で、 叔父 はしき りに それ を 羨ましが つて、 どうか 一 匹 

譲って くれない かと 頼みます と、 相 模屋の 亭主 —— 名 

は 善兵衛 というので ございます。 —— は なかなか 承知 

しませんで、 これ は みんな 大事の 虫 だからめ つたに 譲 

の ぼ 

る こと は 出来ない と 断りました。 叔父 はもう 逆上せて 

いますから、 譲って くれれば どんな 礼で も するとい う _ 

そ れ でも 善 兵衛は 容易 に 承知し な いでさん ざん 焦ら し 



た 挙げ句に、 おまえの 娘 を くれるならば 譲って やる と 

言 い 出した の で， 、- /ざ い ます。 ず い ぶん 乱暴な 話です け 

れ ども、 半 気違いの 叔父 は、 むむ、 よろしい と 承知し 

てし まいました。 

しかし ほかの 事と 違います から、 叔母に 打明ける わ 

けに は 参りません。 いえば、 不承知 は 判り 切って いま 

す。 不承知 どころ か、 どんな 騒ぎになる か 判りません。 

そこで、 叔父 は そっと 自分の 家の 近所へ 忍んで 来て、 

姉 娘が 外へ 出る の を 待って いますと、 お 定が糸 を 買い 

に 出て 来ました ので、 ちょいと そこまで 一緒に 来て く 

れ といって 連れて行きました。 ぉ定も 自分の 親の いう 



うで、 もう 少しのと ころで あぶない ことで ございまし 

た。 

これで、 このお 話 もまず お仕舞いで ございます。 I 

I まだ 判らな い ことがあ ると 仰し やる ので ございます 

か。 は あ、 成る 程。 お 稽古の 帰り道で、 ぉ定 がわた く 

しに 「およつ ちゃんと 仲よ くして 頂戴」 と 言った こと- 

—— あれ は 後に ぉ定に 聞きます と、 別になん でもない 

ことでした。 その 日、 裁縫のお 師匠さん のと ころで、 

はさみ 

わたくしが 間違つ てお 由の 鋏 を 使った というので、 

ひと 言 ふた 言いい 合いました。 もとより 根 も 葉 もない 

ことで、 そのままに 済んで しまったので すが、 ぉ定は 
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